
 

点字学習指導の手引 

（令和５年 改訂版） 

 

 

 

 

 

 

令和５年 

文部科学省 



ま え が き 

 我が国の近代的な視覚障害教育は、百四十年以上の歴史をもっている。  

なかでも明治 23 年にルイ・ブライユの点字が日本語に翻案され、明治 34

年に官報に「日本訓盲点字」として公表された点字が、特別支援学校（視

覚障害）の充実・発展に果たしてきた役割は、極めて大きいものがある。

点字は点字で学習する子供たちの基礎・基本であり、その習得は第一に考

えられなければならないことである。  

  このような観点から文部科学省では、特別支援学校（視覚障害）におけ

る点字指導の充実を図るために昭和 50 年に「点字学習指導の手引」を刊

行し、平成７年、平成 15 年にその改訂版を刊行した。  

  その後、 Society5.0 の到来により、我が国は、これまでにない新たな

価値の創造と展開が可能な時代を迎えている。  

教育においては急速に変化する社会状況の中で、新しい時代を担う子供

たちが変化を前向きに受け止め、これからの社会の創り手となるに必要な

資質・能力を育むことを目指すことができるよう、学習指導要領の改訂を

行うとともに GIGA スクール構想＊ 1 などを推進しているところである。  

 また、共生社会の形成に向けて、障害者の権利に関する条約に基づくイ

ンクルーシブ教育システム＊ 2 の理念を構築するため、全ての子供たちが

適切な教育を受けられる環境を整備することなど一層推進している。  

このような中、特別支援学校の教師を目指す学生のみならず、小学校等

の教師を目指す学生全てにおいて、特別支援教育に関する学びは重要であ

ることから、教員養成の質保証を実現するために、「特別支援学校教諭免

許状コアカリキュラム＊ 3」を新たに策定した。その中で、視覚障害の状

態や特性及び心身の発達の段階等を踏まえ、子供たちが効率的に学習に取

り組むため、使用する文字を系統的に習得することができるよう指導を工

夫することなどを示した。  

今後、教師の資質能力、ひいては我が国の学校における特別支援教育の

質の向上に寄与するものと期待したい。  

一方、点字の表記についても様々な検討が加えられ、その統一と体系化

が図られてきた。また、点字学習指導の方法についても実践的な研究が積

み重ねられてきている。  



  そこで、このような点字を取り巻く状況の変化を踏まえて、点字で学習

する子供たちの特性に応じた文字の系統的な指導を適切に行うようにする

ために先の「点字学習指導の手引（平成 15 年改訂版）」の改訂新版として

本書を作成することにした。   

  視覚障害教育に携わる方々が本書を十分に活用し、更に創意工夫を加え

た指導を行うことによって特別支援学校（視覚障害）における点字指導の

一層の充実・発展が図られることを願ってやまない。  

  本書の作成に当たっては、別記の方々の御協力をいただいた。ここに心

から感謝と敬意を表する次第である。  
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